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 要 旨 

 

目的： 

軽度および中等度のアルコール摂取は、女性の全死亡および冠動脈疾患の予防効果がある。

軽度から中等度のアルコール摂取は、女性の血管機能に有益な影響を与えると考えられてお

り、血流依存性血管拡張反応（FMD）を用い評価した。 

 

方法： 

17－86歳の 702人の女性を対象に、FMDを測定した。対象者を非飲酒者（0 g/週）、軽度の

飲酒者（＞0～140g/週）、中程度の飲酒者（140～280g以上/週）、大量飲酒者（280g以上/週）

の 4群に分け、FMD値を比較した 

 

結果： 

4 つの飲酒グループ間で FMD の値に有意な差はなかった。多変量回帰分析では、非飲酒者

および軽度飲酒者において、アルコール摂取量は、FMD の独立した予測因子ではなかった

（β = ‐0.001, P = 0.98）。中等度の飲酒者 50名と非飲酒者 50名および多量飲酒者 22名

と非飲酒者 22 名に対してマッチドペア解析を行った結果においては、中等度の飲酒者と非

飲酒者の間では、FMDに有意な差はなかったが（8.2±4.3% vs. 8.1±3.5, P = 0.91）、多量

飲酒者においては、非飲酒者の FMDよりも有意に低かった（5.9±2.5% vs. 8.9±3.5%、P 

= 0.002）。 

 

結論： 

女性において、大量のアルコール摂取は内皮機能障害と関連するが，軽度から中等度のアル

コール摂取は内皮機能障害と関連しないことが示された。 

 


